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Global Energy Policy Research
GEPR（グローバルエネルギー・ポリシーリサーチ）は、日本と世界のエネルギー政策
を深く公平に研究し、社会に提言するウェブ上の「仮想シンクタンク」です。この機
関は、アゴラ研究所（http://agorajp.com/、東京）が運営し、エネルギー問題につい
ての研究と調査、インターネットでの情報提供、シンポジウムの開催、提言の作成、

書籍の出版を行います。

ダニエル･ヤーギン、近著『探求』のビル・ゲイツの書評に答え
る
ダニエル･ヤーギン · Monday, July 9th, 2012

G E P R 編 集 部 よ り ・ ビ ル ・ ゲ イ ツ 氏 は ビ デ オ 対 談
などで『探求』を書評。この本は過去の人類は多様なエネルギーの追求をしたことを振
り返りました。そして新しいエネルギー源として、天然ガスの利用に注目しています。
ゲイツ氏はその著書の面白さと、適切さを指摘する一方で、多様なエネルギーが貧困問
題への解決、また自動車などの移動手段のエネルギー源を変革する可能性があるかにつ
いて、ヤーギン氏に問いかけました。

[ビル・ゲイツ氏より]
ダニエル・ヤーギン氏は、私の好きな作家の1人であり、そして彼の著書『探求』はエネ
ルギーの将来を形成するさまざまな力について、対話をすることに重要な貢献をする本
です。私の彼の著書の書評に対して、彼がコメントする時間をとって下さったことに感
謝します。

（ヤーギン氏の寄稿）（ゲイツ・ノート）
私は、ビル・ゲイツ氏の『探求』に対する思慮深い書評に深く感謝します。彼は、「輸
送燃料の未来とは？」という、中心となる問題点を示しています。1970年代のエネルギー
危機の余波で、石油とその他のエネルギー源との間がはっきりと区別されるようになり
ました。

世界の大半で、石油は発電から押し出されてしまい、主に輸送用燃料となりました。従っ
て今日、風力と太陽光について語るとき、輸送と関連づけられることはほとんどありま
せん。ビルが述べるように、輸送と発電の間にはわずかな取引しかない、それらは二つ
の異なる世界なのです。

ここ数十年の間に自動車の燃費は非常に効率的になり、この先、さらに効率的になるで
しょう。しかしながら増大を続ける世界の車の台数に見合った燃料の供給は大きな挑戦
となります。私は、『探求』で、自動車数が１０億台から２０億台へと増大したとき、
世 界 は エ ネ ル ギ ー 面 で ど の よ う に 対 処 す る の か と 、 問 題
をシンプルに示そうと試みました。

最も明らかな答えは、より効率的になることによって、成し遂げられるということでしょ
う。そして実際そのようになりつつあります。例えば、アメリカでは、現在の１ガロン
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あたり３０マイル（１リットル当たり１２．７キロメートル）から、2020年代の前半に
は新しい自動車は１ガロンあたり５４マイル（１リットル当たり約２４．８キロメート
ル）で走ることになりそうです。しかしこれはまだ石油が燃料であることに基づいての
予想です。

この１０年の間に、輸送において、水素、バイオ燃料、電気自動車、天然ガス車両といっ
た、石油への依存を減らす多くの取り組みがありました。バイオ燃料は特に影響を与え
るものであり、それは今、米国では容積測定ベースで、自動車燃料のほぼ１０％を占め
ています。しかしエタノールや他の第一世代のバイオ燃料には明らかに限界があります。
第二世代のバイオ燃料の生成は、数年前に一部で予測されていたよりも難しいことがわ
かっています。

電気自動車は、新しい概念ではなかったのですが、2008年ごろに、新しい意味を持って
存在感を増し、化石燃料を減らすという問題に深く関係するようになりました。（『探
求』の、電気自動車を促進する努力をする以前のトーマス・エディソンとヘンリー・
フォードが1896年に自動車について話し合っている、素晴らしい写真をご覧下さい）。

今日の視点では電気自動車は、この先の輸送でより大きな役割を果たす運命にあるよう
です。しかし電気自動車が輸送と発電の間の壁を壊し、石油の市場シェアを減らすほど
になるか、という意見についての見通しは大きく分かれるでしょう。これまで伝えられ
ている情報に基づく予想によれば、電気自動車が普及の限られるニッチな車になるのか、
それとも巨大マーケットの製品となるのか、大きくばらつきがあり、おそらく５年から
１０年以内に明らかになるでしょう。おそらくバッテリーの革新とコストが鍵となりま
す。

しかし、今では新しい競争相手が現れました。というよりは、新たな勢いを持った古く
からの競合相手といえるかもしれない天然ガスです。世界の一部地域では、天然ガスは
長らく
代替燃料でした。新しい動きとは、北米におけるシェールガス革命です。大量で、低価
格である天然ガスが獲得できるという展望により、天然ガスは輸送燃料の市場において、
電気自動車の新しい競争相手になったのです。

現在のコストでは、天然ガスは、バスや配達・サービストラックなどの多くの種類の車
両の燃料供給へと役割を拡大するでしょうし、さらには大型長距離トラックへともその
供給シェアを拡大することができるかもしれません。しかし需要と燃料補給インフラの
コストが自動車での汎用化への大きな障害となっています。

こうした議論を進めると、天然ガスの輸送におけるシェアは、それが直接、燃料タンク
へ入るものとなるのか、あるいは電気自動車の電気を発電することで得るのか、という
興味深い問いを考えることになります。

今日世界で天然ガスも石炭も液化されている例があります。しかしそのコスト、および
エネルギーの比較によるコストは、注目される拡大に大きな障害となっています。例え
ば、中国は、数年前まで野心的な達成目標であった、石炭の液化から後退しています。
その理由はコストでした。

私がこれまで述べてきたことを考えれば、自動車のエネルギー効率を改善し続けること
の重要性に注意を払わねばなりませんし、また今では身近になったハイブリッド技術は、
効率化実現のために鍵となる手段として、強く普及が促進されるでしょう。
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しかし、まだ20億台の車に対する根本的な挑戦があります。経済成長と所得の増加が、
世界にある車の数を今の10億台から20億台にします。それは巨大な増加です。その道を
進むには、ビル・ゲイツ氏が彼の書評で述べたさまざまなな方向性と共に、多くの革新
を必要とすることになるでしょう。

ダ ニ エ ル ・ ヤ ー ギ ン
氏 は 、 Ｉ Ｈ Ｓ 　 Ｃ Ｅ Ｒ Ａ （ ケ ン ブ リ ッ ジ エ ネ ル ギ ー リ サ ー チ ア ソ シ エ イ ツ ）
会長、エネルギー問題で高く評価されている専門家。1992年、ベストセラーとなった
「 T h e  P r i z e :  T h e  E p i c  Q u e s t  f o r  O i l ,  M o n e y ,  a n d  P o w e r .
（石油の世紀――支配者たちの興亡）」（日高義樹・持田直武訳、日本放送出版協会,
1991年）にてピューリッツァー賞受賞。近著に「The Quest:  Energy,  Security,  and the
R e m a k i n g  o f  t h e  M o d e r n  W o r l d
（探求――エネルギーの世紀）」（伏見威蕃訳、日本経済新聞出版社、2012年）がある。

（2012年7月9日掲載）

This  entry  was  posted  on  Monday,  July  9th,  2012  at  3:00  pm  and  is  filed  under
エネルギー産業の分析, コラム
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